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絆をつなぐ若き疾走　－大治中学校体育祭－

７月臨時会

西
小
体
育
館 

天
井
は
く
落
事
故
で
議
論

平
成
26
年
度
決
算 

す
べ
て
認
定

　

平
成
27
年
７
月
臨
時
会
は
、
７
月
27
日
に
行
い
、
西
小
体
育

館
の
屋
根
を
改
修
す
る
た
め
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日
に
開
会
し
、
23
日
間
の
会
期
で

行
い
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
施
行
に
伴
う
２
条
例
の
改
正
や
、「
平
成

26
年
度
一
般
会
計
決
算
」
な
ど
、
15
議
案
を
可
決
、
認
定
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
と
教
育
委
員
の
任
命
に
同

意
し
、
３
意
見
書
を
採
択
し
ま
し
た
。

▼
西
小
体
育
館
屋
根
改
修
設
計
委
託
料　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

 

― 

７
月
臨
時
会
―

 

― 

９
月
定
例
会
―

主
な
補
正
予
算

主
な
条
例
改
正

物
品
購
入
契
約

▼
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
施
行
に
伴
い
、
特
定
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

や
開
示
方
法
な
ど
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
務
費　
　
　
　
　

１
０
１
万
７
千
円

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
施
行
に
よ
り
、
来
年
１
月
か
ら
個
人
番
号

カ
ー
ド
を
交
付
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。

▼
資
源
ご
み
等
搬
出
場
所
設
置
工
事
費　
　
　
　
　

６
３
５
万
円

　

砂
子
地
内
に
資
源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
新
設
し
ま
す
。

▼
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
３
台
購
入　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
８
２
万
１
１
３
０
円

　

馬
島
・
鎌
須
賀
・
長
牧
の
消
防
車
の
購
入
で
す
。

平
成
26
年
度
決
算
状
況

会　　　　計 歳　　　入 歳　　　出
一　　般　　会　　計 83 億 2824 万 4856 円 79 億    600 万 6486 円

特　

別　

会　

計

国民健康保険 34 億 6166 万 5604 円 31 億    637 万 2873 円
土地取得 22 万 2233 円 22 万 2233 円

介護保険 保険事業勘定 14 億    298 万 3880 円 13 億 4909 万 4968 円
介護サービス事業勘定 2013 万 5468 円 1786 万 7455 円

公共下水道事業 4 億 2686 万 6789 円 4 億 2541 万 6806 円
後期高齢者医療 4 億 5905 万 5347 円 4 億 5891 万 1547 円

合　　　　計 140 億 9917 万 4177 円 132 億 6389 万 2368 円

（千円未満　四捨五入）

繰越金　6.5％
5 億 3655 万 8 千円

繰入金　3.7％
3 億 687 万 1 千円

地方交付税　8.1％
6 億 7631 万 5 千円

地方譲与税など　8.2％
6 億 8565 万円

町債 ( 借入金 ) 　5.9％
4 億 9415 万円

諸収入　1.7％
1 億 4046 万 4 千円

国庫支出金　11.7％
9 億 7635 万円

県支出金　8.4％
6 億 9491 万 5 千円

83 億 2824 万 5 千円

町税　45.8％
38 億 1697 万 2 千円

歳入

衛生費　9.6％
7 億 5862 万 4 千円

土木費　6.7％
5 億 3303 万 9 千円

消防費　4.6％
3 億 6808 万円

議会費　1.2％
9185 万 1 千円

農林水産業費　0.6％
4534 万 3 千円

商工費     0.6％         
4909 万 5 千円

公債費（借入金の返済）　9.0％
7 億 1264 万 7 千円

教育費　11.1％
8 億 7424 万 6 千円

79 億 600 万 6 千円

   総務費　15.5％
12 億 2327 万 2 千円

民生費  41.1％
32 億 4980 万 9 千円

歳出

平成２６年度　一般会計   決算の構成比

　　・
９月定例会
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本
会
議
質
疑 

＆

　
　
　
　

委
員
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

　

平
成
27
年
度

　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

　
  

平
成
26
年
度

　
  　

　

決
算
の
認
定

  
一
般
会
計

　

通
報
は
あ
っ
た
か

　

１
年
生
の
児
童
に
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
付
防
犯
ブ
ザ
ー
を
配

布
し
た
。

　

通
報
な
ど
は
あ
っ
た
か
。

　

ブ
ザ
ー
を
使
う
と
学

校
へ
通
報
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
事
件
や
事
故
に
つ
な

が
る
通
報
は
な
か
っ
た
。

　

大
丈
夫
か　

天
井

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

は
避
難
場
所
に
も
な
っ
て
い
る

が
、
天
井
落
下
の
危
険
性
は
。

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
天
井
は
、つ
り
天
井
で
あ
る
。

　

平
成
27
・
28
年
度
で
策
定
す

る
総
合
管
理
計
画
に
沿
っ
て
、

必
要
な
経
費
を
計
画
的
に
投
入

し
て
い
き
た
い
。

　

効
果
は
あ
っ
た
か

　

福
祉
巡
回
バ
ス
の
事

　

対
応
は
十
分
か

　

個
人
番
号
の
カ
ー
ド

を
発
行
す
る
た
め
、
臨
時
に
職

員
を
採
用
す
る
が
、
十
分
に
対

応
で
き
る
の
か
。

　

ま
た
、個
人
情
報
を
扱
う
が
、

臨
時
職
員
で
大
丈
夫
か
。

　

平
成
28
年
１
月
か
ら

３
月
ま
で
の
３
カ
月
間
で
、
４

人
を
採
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

常
時
、
２
人
で
対
応
す
る
態

勢
を
と
り
た
い
。

　

採
用
時
に
、
守
秘
義
務
の
誓

約
書
を
取
り
、
徹
底
す
る
。

　

今
後
の
方
針
は 

　

砂
子
地
内
に
資
源
ご

み
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
設
置

す
る
提
案
が
あ
る
。

　

資
源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

対
す
る
町
の
方
針
は
。

　

道
路
で
回
収
し
て
い

る
地
区
は
、
要
望
を
聞
き
な
が

ら
、
順
次
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式

に
替
え
て
い
く
。

業
効
果
は
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

町
の
施
設
間
を
１
日

４
往
復
し
、
町
民
に
好
評
を
得

て
い
る
。

　

ニ
ー
ズ
の
把
握
は
、
運
転
手

を
通
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

展
望
は

　

保
健
推
進
員
の
活
動

の
将
来
的
な
展
望
は
。

　

平
成
32
年
に
は
、
推

進
員
が
50
人
と
な
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。

　

随
時
、
推
進
員
の
募
集
を
し

な
が
ら
、
活
動
が
マ
ン
ネ
リ
化

し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

達
成
で
き
た
か　

所
期
目
的

　

公
民
館
の
自
動
火
災

報
知
設
備
の
改
修
工
事
は
、
予

算
に
対
し
、
28
・
５
％
の
約

１
７
０
万
円
で
行
わ
れ
た
。

　

入
札
で
随
分
安
く
済
ん
だ
結

果
だ
が
、
所
期
の
目
的
は
達
成

で
き
た
の
か
。

　

２
社
か
ら
参
考
見
積

も
り
を
取
り
、
予
算
の
積
算
を

し
た
。

　

金
額
は
競
争
入
札
の
結
果
で

あ
り
、目
的
は
達
成
し
て
い
る
。

　

連
携
の
効
果
は

　

あ
ま
市
と
連
携
し

て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
を
、
新
た
に
始

め
た
。

　

結
果
と
し
て
、
あ
ま
市
と
比

べ
て
町
内
の
利
用
者
は
、
随
分

と
少
な
い
が
、
連
携
の
効
果
は

あ
っ
た
の
か
。

　

事
業
の
中
で
、
依
頼

会
員
の
登
録
説
明
会
や
、
提
供

会
員
の
養
成
講
座
な
ど
を
実
施

し
た
。

　

会
員
の
拡
大
の
た
め
に
、
幼

稚
園
や
保
育
園
、
小
学
校
な
ど

の
ほ
か
、
関
係
団
体
に
出
向
い

て
募
集
を
行
っ
た
。

　

あ
ま
市
と
の
連
携
は
、
当
初

に
計
画
し
た
以
上
に
、
相
互
利

用
な
ど
で
、
成
果
が
上
が
っ
て

い
る
。

　

予
算
硬
直
化
の
対
策
を

　

高
齢
化
が
進
む
な

ど
、
義
務
的
経
費
が
増
加
し
、

財
政
が
硬
直
化
し
て
い
る
。

　

道
路
整
備
な
ど
の
投
資
的
経

費
や
、
教
育
費
な
ど
に
影
響
が

出
る
の
で
、
対
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

経
費
は
十
分
に
精
査

し
、
国
・
県
な
ど
の
補
助
金
の

確
保
に
努
め
、
財
政
の
健
全
化

に
努
力
す
る
。

●
整
合
性
に
欠
け
る

反
対
討
論
＝
𠮷
原
経
夫
議
員

　

西
小
の
体
育
館
は
、
シ
ス
テ

ム
天
井
な
の
に
危
険
だ
と
し
て

撤
去
工
事
を
し
、
は
く
落
事
故

を
起
こ
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
危

険
と
言
わ
れ
て
い
る
、「
つ
り

天
井
」
な
の
に
改
修
工
事
の
計

●
事
故
発
生

　

平
成
27
年
５
月
18
日
の
夜
、
西
小
学
校
の
体
育
館
で
町
民

が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
最
中
、
天
井
か
ら

吹
付
材
が
落
下
し
た
。

●
事
故
調
査
委
員
会
の
設
置

　

町
は
体
育
館
の
使
用
を
禁
止
し
、
事
故
の
原
因
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
調
査
委
員
会
を
設
置
し
た
。

　

事
故
の
重
大
性
を
考
慮
し
た
町
か
ら
、
委
員
会
へ
の
議
員

の
参
加
要
請
が
あ
り
、
２
議
員
を
選
出
し
た
。

　

委
員
会
は
、
資
材
メ
ー
カ
ー
や
設
計
・
施
工
業
者
の
聞
き

取
り
を
行
う
な
ど
、
５
回
に
わ
た
っ
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
調
査
結
果
を
町
長
に
答
申
し
た
。

●
そ
の
後

　

委
員
会
か
ら
の
答
申
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
者
の
不
適

切
な
点
を
指
摘
し
、
賠
償
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
町
は
、３
業
者
に
損
害
の
賠
償
を
請
求
し
た
。

●
体
育
館
は
…

　

使
用
禁
止
だ
っ
た
体
育
館
は
、
設
計
業
者
の
責
任
で
、
吹

付
材
が
す
べ
て
撤
去
さ
れ
、
９
月
か
ら
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

し
か
し
、
吹
付
材
の
撤
去
に
よ
り
、
断
熱
効
果
が
失
わ
れ

た
た
め
、
屋
根
の
改
修
工
事
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
７
月
に
臨
時
会
を
開
き
、
体
育
館
屋
根
改
修

の
基
本
設
計
と
実
施
設
計
の
補
正
予
算
を
可
決
し
た
。

西小体育館　事故への対応

画
も
な
く
、整
合
性
に
欠
け
る
。

　

ま
た
、
消
費
税
８
％
へ
の
増

税
を
前
提
と
し
た
予
算
で
あ
っ

た
こ
と
や
、
西
尾
張
地
方
税
滞

納
整
理
機
構
へ
の
支
出
が
含
ま

れ
て
い
る
の
で
、
決
算
の
認
定

に
反
対
す
る
。

●
適
正
に
運
営

賛
成
討
論
＝
横
井
良
隆
議
員

　

西
小
体
育
館
の
は
く
落
事
故

で
は
、
調
査
委
員
会
で
原
因
を

追
究
し
、
し
っ
か
り
対
応
し
て

い
る
。

　

西
尾
張
地
方
税
滞
納
整
理
機

構
は
、
収
納
率
の
向
上
な
ど
に

寄
与
し
、
評
価
で
き
る
。

　

全
体
的
に
は
、
増
加
す
る
扶

助
費
に
も
対
応
し
、
適
正
な
運

営
が
な
さ
れ
て
お
り
、
決
算
の

認
定
に
賛
成
す
る
。

  

ど
う
な
っ
て
い
る　

接
続
率

　

下
水
道
は
供
用
開
始

か
ら
５
年
た
っ
た
が
、
接
続
率

の
現
状
は
。

　

ま
た
、
接
続
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
対
策
は
。

　

現
状
は
、
59
・
６
％

の
接
続
率
で
、
近
隣
市
町
と
比

較
す
る
と
若
干
低
い
。

　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利

用
し
て
、
接
続
率
の
向
上
に
努

め
る
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

保健推進員主催のウオーキングスタンプラリー

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

　𠮷原経夫議員への辞職勧告決議を可決

　定例会最終日の９月 24 日に議員辞職勧

告決議案が提出されました。

　決議案は「𠮷原経夫議員が、９月８日

の本会議にアルコール臭を漂わせて出席

し て い た。 朝 の 登 庁 に つ い て は、 酒 気

帯び状態で車を運転してきたことを正 

されて、釈明もなかった。飲酒運転が社会

問題になっている今、町民の範たる議員と

して失格と言わざるを得ない。議会の品位

を傷つけるものだ。この際、非を認め、潔

く議員を辞すべきだ」というものです。

   採決の結果、賛成多数で可決しました。

ファミリー・サポート・センター事業の説明会

    

投
票
率
向
上
の
施
策
を

    

天
井
板
落
下
の
危
険
性
は
あ
っ
た
の
か
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９月議会の一般質問は、９月７日に行い、４人の議員が町政をただしました。質問と答弁を要約してお知らせします。

ずばり直言！ 一 般 質 問

議　　　案 賛成 反対 議決
結果

７
月

臨
時
会

平成２７年度　一般会計補正予算（第２号） １１ ０ 可決

９　

月　

定　

例　

会

個人情報保護条例の一部改正 １０ １ 可決

使用料及び手数料条例の一部改正 １０ １ 可決

平成２７年度　一般会計補正予算（第３号） １０ １ 可決

平成２７年度　国民健康保険特別会計補正予算（第１号） １１ ０ 可決

平成２７年度　介護保険特別会計補正予算（第２号） １１ ０ 可決

平成２７年度　後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） １１ ０ 可決

平成２６年度　一般会計決算 １０ １ 認定

平成２６年度　国民健康保険特別会計決算 １１ ０ 認定

平成２６年度　土地取得特別会計決算 １１ ０ 認定

平成２６年度　介護保険特別会計決算 １１ ０ 認定

平成２６年度　公共下水道事業特別会計決算 １０ １ 認定

平成２６年度　後期高齢者医療特別会計決算 １０ １ 認定

町道路線の認定 １１ ０ 可決

物品購入契約（小型動力ポンプ付積載車） １１ ０ 可決

固定資産評価審査委員の選任（野間祐司氏） １１ ０ 同意

教育委員の任命（大竹正吾氏） １１ ０ 同意

議会会議規則の一部改正 １１ ０ 可決

安全保障関連法案の衆議院通過に抗議し、廃案を求める意見書 ２ ９ 否決

義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書 １１ ０ 可決

国の私学助成の増額と拡充に関する意見書 １１ ０ 可決

県の私学助成の増額と拡充に関する意見書 ９ ２ 可決

𠮷原経夫議員の辞職勧告に関する決議 ６ ４ 可決

　下記の意見書を可決し、国の関係機関や県に提出しましたので、要旨
をお知らせします。

■義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書
　義務教育費国庫負担制度の国庫負担率は３分の１に引き下げられ、自
治体財政を圧迫している。子どもたちが全国どこに住んでいても、機会
均等に一定水準の教育を受けられることが、憲法上の要請である。
　義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、国庫負担率２分の１への復
元にむけて、十分な教育予算を確保することを求める。

■国の私学助成の増額と拡充に関する意見書
　国の責務と私学の重要性にかんがみ、父母負担の公私格差を是正する
ための就学支援金を一層拡充すること。
　また、私立学校振興助成法に基づく国庫補助制度を堅持し、私立高校
以下の国庫補助金とそれに伴う地方交付税交付金を充実し、経常費補助
の一層の拡充を図ることを求める。

■県の私学助成の増額と拡充に関する意見書
　父母負担の公私格差の是正のため、負担軽減に大きな役割を果たして
いる授業料助成を拡充すること。
　また、経常費助成も学費と教育条件の「公私格差」を着実に是正でき
る施策を実施することを求める。

意  見  書

教
育
長　

西
小
学
校
体
育
館
の
天
井
は
、
重
量
の
あ
る

天
井
材
を
使
用
し
て
い
た
。
地
震
で
落
下
し
た
場
合
、

大
き
な
人
的
被
害
が
考
え
ら
れ
る
と
の
調
査
結
果
を
受

け
、
撤
去
し
た
。
落
下
の
危
険
性
は
、
こ
の
調
査
結
果

に
基
づ
い
て
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

他
に
４
問
あ
り
ま
し
た
。

　

西
小
学
校
体
育
館
の
天
井
板
を

撤
去
し
た
が
、
果
た
し
て
落
下
の

危
険
は
あ
っ
た
の
か
。
危
険
が

あ
っ
た
と
判
断
し
た
の
な
ら
、
ど

こ
で
危
険
と
判
断
し
た
の
か
。

　

設
計
会
社
の
調
査
・
設
計
目
的
は
、「
天
井
等
脱
落

防
止
対
策
」
で
あ
り
、
落
下
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
、

調
査
を
し
て
い
な
い
。

　

脱
落
の
危
険
性
を
確
認
せ
ず
、
撤
去
工
事
を
行
っ
た

の
で
は
な
い
か
。 𠮷原経夫議員

　

本
年
６
月
１
日
よ
り
、
危
険
な

行
為
を
繰
り
返
す
自
転
車
運
転
者

に
、
講
習
を
義
務
づ
け
る
改
正
道

路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
た
。

　

他
の
自
治
体
で
は
、
条
例
の
制
定
や
保
険
の
加
入
促

進
な
ど
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
町
で
は
、

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　

ま
た
、
自
転
車
が
安
全
に
通
行
す
る
た
め
の
道
路
整

備
を
今
後
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

町
長　

近
年
、
自
転
車
事
故
が
増
加
し
て
い
る
。
独
自

の
条
例
で
は
な
く
、
既
存
の
「
交
通
安
全
条
例
」
に
自

転
車
の
安
全
な
利
用
に
関
す
る
条
文
を
盛
り
込
む
。
自

転
車
保
険
へ
の
加
入
は
、
広
報
な
ど
で
周
知
す
る
。

　

道
路
の
環
境
整
備
は
、
カ
ラ
ー
塗
装
な
ど
計
画
的
に

進
め
、
安
全
確
保
に
努
め
る
。

折橋盛男議員

　

本
町
で
は
、
工
事
の
設
計
か

ら
完
了
確
認
ま
で
の
間
で
、
専

門
的
な
知
識
の
な
い
職
員
が
、

契
約
や
工
事
の
打
合
せ
な
ど
を

行
っ
て
い
る
部
署
も
あ
る
。

　

西
小
学
校
体
育
館
の
天
井
は
く
落
事
故
を
受
け
て
、

今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
故
の
再
発
を
防
止
し
、
工
事
の

品
質
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

町
長　

工
事
に
関
わ
る
事
務
処
理
を
担
当
部
署
で
行

い
、
設
計
や
施
工
監
理
は
、
業
務
委
託
に
よ
る
民
間
業

者
が
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
職
員
に
、
他
部

署
の
案
件
に
つ
い
て
も
協
議
の
場
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
指
導
・
助
言
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

林　健児議員

　

選
挙
管
理
委
員
会
書
記　
　

平
成
25
年
度
に
中
学
３
年

生
を
対
象
に
、
選
挙
出
前
ト
ー
ク
を
実
施
し
た
。

　

今
後
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
と
し
て
中
学
生
に
対
し

て
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
選
挙
制
度
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　

選
挙
年
齢
を
18
歳
以
上
と
す
る

改
正
公
職
選
挙
法
が
、
成
立
・
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

以
前
、
中
学
校
で
模
擬
投
票
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
好
評
で

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

若
者
が
政
治
に
関
心
を
持
ち
、
投
票
率
向
上
に
つ
な

が
る
よ
う
選
挙
出
前
ト
ー
ク
な
ど
、
誰
も
が
中
学
生
の

時
に
体
験
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
も
ら
い
た
い
。

後藤田麻美子議員

人事案件

大竹　正吾氏

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

（
再
任
）

野間　祐司氏

　

任
期
は
、
平
成
27
年

12
月
27
日
か
ら
３
年
間

で
す
。

教
育
委
員
（
再
任
）

　

任
期
は
、
平
成
27
年

10
月
１
日
か
ら
４
年
間

で
す
。

  

関
心
を
高
め
て
い
く

  

調
査
結
果
に
よ
り
判
断

  

安
全
整
備
に
努
め
る

  

指
導
・
助
言
が
で
き
る
体
制
を
つ
く
る

    

工
事
手
段
や
品
質
管
理
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う

    

投
票
率
向
上
の
施
策
を

    

天
井
板
落
下
の
危
険
性
は
あ
っ
た
の
か

    

自
転
車
運
転
の
安
全
対
策
と
道
路
環
境
の
整
備
を



おおはる議会だより（4）

　

10
月
21
日
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
町
の
発
展
を
祝

う
町
制
40
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
議
員
も
約
５
０
０
人
の
町
民
の
方
々
と
と
も

に
式
典
に
参
加
し
、
町
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、永
年
に
わ
た
り
町
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
、

個
人
や
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
治
太
鼓
保
存

会
の
演
奏
や
、
陸
上
自
衛

隊
音
楽
隊
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
会
場

内
に
は
、
40
年
の
歩
み
の

写
真
パ
ネ
ル
も
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

８
月
21
日
、
第
28
回
町
村
議
会
広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
の
議

会
広
報
に
携
わ
る
約
１
６
０
人
と
と
も
に
、
広
報
委
員
全
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

住
民
に
議
会
活
動
が
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
も
評
価

は
な
い
に
等
し
い
。「
伝
え
る
」広
報
か
ら「
伝

わ
る
」
広
報
へ
移
行
さ
せ
る
た
め
に
、
し
っ

か
り
企
画
編
集
を
行
う
べ
き
、
と
の
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
３
市
４
町
の
「
議
会
だ
よ
り
」

を
教
材
に
、
配
色
や
文
字
の
大
き
さ
、
写
真

の
使
い
方
な
ど
を
具
体
的
に
検
証
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
糧
に
、
よ
り
よ
い
広
報
紙

づ
く
り
に
、
委
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

化
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
チ
ー

ム
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

新
団
員
の
加
入
な
ど
に
力
を

入
れ
、
減
少
傾
向
を
抑
制
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
女
性
チ
ー

ム
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
女
性
も
入
団
し
や
す
い

チ
ー
ム
作
り
に
向
け
て
、
役
員

も
女
性
を
積
極
的
に
登
用
し
、

女
性
の
視
点
か
ら
も
活
性
化
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
一
言
ど
う
ぞ

　

子
ど
も
達
に
は
、
自
分
の
好

き
な
こ
と
に
何
で
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
引

き
出
し
て
あ
げ
る
環
境
を
つ
く

る
の
が
、
大
人
の
責
務
で
す
。

　

指
導
者
に
は
、
野
球
の
技
術

だ
け
で
な
く
、
言
動
や
礼
節
を

持
っ
て
子
ど
も
と
向
き
合
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
育
成
を
熱
く
語
る

黒
田
さ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
心
よ

り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

海
部
津
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

軟
式
野
球
連
盟
の
長
い
歴
史
の

中
、
大
治
町
で
初
め
て
会
長
に

就
任
さ
れ
た
黒
田
道み

ち
た
け毅

さ
ん

（
西
條
・
56
歳
）に
、お
話
を
伺
っ

て
き
ま
し
た
。

―
―
会
長
に
推
薦
さ
れ
た
と
き

の
お
気
持
ち
は

　

海
部
津
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

軟
式
野
球
連
盟
は
、
設
立
か
ら

38
年
た
っ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
と
伝
統
が
あ
り
、
責
任

重
大
で
、
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
推
薦
を
受
け
た

以
上
、
責
任
を
持
っ
て
や
ろ
う

と
決
断
し
ま
し
た
。

暫
時
休
憩

まちかど

インタビュー

№４１

12
月
定
例
会   

日
程
（
案
）

１
日
（
火
）
開
会

　
　
　
　
　

上
程
・
提
案
説
明

７
日
（
月
）
一
般
質
問

８
日
（
火
）
質
疑
等

10
日
（
木
）
総
務
教
育

　
　
　
　
　
　
　

常
任
委
員
会

11
日
（
金
）
福
祉
建
設

　
　
　
　
　
　
　

常
任
委
員
会

18
日
（
金
）
採
決

　
　
　
　
　

閉
会

※
開
会
は
午
前
10
時
で
す
。　

　

日
程
は
、
変
更
と
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

　

定
例
会
日
程
は
、
町
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
し
て
い

　

た
だ
け
ま
す
。

―
―
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
関

わ
っ
た
き
っ
か
け
は
な
ん
だ
っ

た
の
で
す
か

　

子
ど
も
が
、
少
年
団
に
入
団

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
当
初

は
、
お
手
伝
い
の
つ
も
り
で
参

加
し
ま
し
た
。

　

監
督
を
２
年
務
め
、
そ
の
後

13
年
間
、
連
盟
の
大
治
町
理
事

を
経
て
、
今
年
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
。

　
―
―
活
動
の
内
容
は

　

県
大
会
に
つ
な
が
る
３
つ
の

大
会
と
連
盟
主
催
の
大
会
の
運

営
と
、
審
判
員
の
育
成
が
主
な

仕
事
で
す
。

　

海
部
津
島
地
区
は
、
小
学
校

も
多
く
大
所
帯
で
あ
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
い
て
、

一
つ
の
方
向
性
を
示
す
の
が
、

会
長
と
し
て
の
私
の
役
割
と
認

識
し
て
い
ま
す
。　

―
課
題
と
今
後
の
取
り
組
み
は

　

海
部
津
島
地
区
は
マ
ン
モ
ス

ブ
ロ
ッ
ク
で
、
県
内
で
も
１
、

２
を
争
う
チ
ー
ム
加
盟
数
が
あ

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
、
少
子

▼
中
秋
の

　
　
　

月
を
見
上
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

願
う
事
―

▼
鏡
の
よ
う
な
満
月
に
、
い
ろ

い
ろ
な
思
い
を
映
し
み
る
。

▼
今
年
は
、
戦
後
70
年
の
節
目

の
年
。

▼
歴
史
を
学
ぶ
事
は
、
今
を
知

る
事
で
あ
る
。

▼
過
去
を
知
り
、今
に
活
か
す
。

　

現
在
は
過
去
を
知
る
鍵
。

　

過
去
は
未
来
を
解
く
鍵
。

▼
歴
史
を
通
じ
て
、
改
善
と
改

革
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
。

少年の健闘をたたえる

　

10
月
16
日
か
ら
21
日
ま

で
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は

愛
・
地
球
博
記
念
公
園
（
長

久
手
市
）
で
開
催
中
の
「
全

国
都
市
緑
化
あ
い
ち
フ
ェ

ア
」
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

15
日
に
は
、
大
治
小
学
校

の
６
年
生
が
サ
ル
ビ
ア
な
ど

を
、
い
き
い
き
花
ク
ラ
ブ
の

40
年
の
歩
み
を
祝
う

町制４０周年　記念事業

「
伝
え
る
」
か
ら
「
伝
わ
る
」
へ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

福
祉
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
10
月
２

日
に
全
委
員
が
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」
を
受
講
し
ま
し
た
。

花
と
緑
の
夢
あ
い
ち
２
０
１
５

方
々
と
と
も
に
、
プ
ラ
ン

タ
ー
に
植
栽
し
ま
し
た
。

　

サ
ル
ビ
ア
の
花
言
葉
で

あ
る
「
燃
え
る
思
い
」
を

込
め
、
町
制
40
周
年
を
表

す
「
40 

th
」
の
文
字
を

鮮
や
か
に
描
き
ま
し
た
。

町
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典

委員会　活動報告

― 

広
報
研
修 

―


